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この市議会だよりは再生紙を使用しています。

NO. 69
25.7.25
編集発行

小千谷市議会
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　建物１階の東山住民センターと、２階の元東山保育園のスペースを合
わせ活用されています。東山地区振興協議会を中心に、子育て支援事業
「東山里山子育て支援ひろば・木のこん」、自主サークル「自然派育自森
のようちえんはじめ隊」、東山ふれあいいきいきサロン、デイホームひが
しやま、東山千年物語欅を育てる会等、多くの団体が利用し地域活性化
の活動を支えています。

　所在地：〒947－0212　小千谷市大字南荷頃2666番地1
　電　話：0258－59－2003（東山住民センター）

東山住民センター・元東山保育園
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○
専
決
処
分
（
小
千
谷
市
税
条
例
の

一
部
改
正
）　
　
 （
全
会
一
致
）

○
専
決
処
分
（
小
千
谷
市
都
市
計
画

税
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 （
全
会
一
致
）

○
専
決
処
分
（
小
千
谷
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 （
全
会
一
致
）

○
専
決
処
分
（
平
成
　
年
度
小
千
谷

24

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
　10

号
））　
　
　
　
　
 （
全
会
一
致
）

▽
民
生
産
業
委
員
会

　
◎
山
賀
　
一
雄

　
○
吉
﨑
　
　
進

　
　
柳
田
　
宏
光
　
本
田
　
　
剛

　
　
久
保
田
久
栄
　
風
間
　
順
一

　
　
横
田
　
夘
一

▽
議
会
運
営
委
員
会

　
◎
吉
原
　
正
幸

　
○
風
間
　
健
一

　
　
山
賀
　
一
雄
　
田
中
　
　
淳

　
　
柳
田
　
宏
光
　
久
保
田
久
栄

　
　
（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

▽
魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

組
合
議
会
議
員
　
本
田
　
　
剛

▽
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
議
員
　
　
山
賀
　
一
雄

▽
農
業
委
員
会
委
員

　
　
柳
田
　
宏
光
　
横
田
　
夘
一

専

決

処

分

▽
議
　
長
　
風
間
　
順
一

▽
副
議
長
　
本
田
　
　
剛

▽
総
務
文
教
委
員
会

　
◎
田
中
　
　
淳

　
○
川
上
　
直
栄

　
　
久
保
田
陽
一
　
阿
部
　
正
行

　
　
山
本
　
道
男
　
長
谷
川
有
理

　
　
風
間
　
健
一
　
吉
原
　
正
幸

○
小
千
谷
市
監
査
委
員
（
久
保
田
久

栄
）
の
同
意
　
　
 （
全
員
賛
成
）

そ
　
の
　
他

　
5
月
　
日
に
開
催
さ
れ
、
専
決
処

10

分
の
承
認
、
正
副
議
長
を
選
出
、
各

委
員
会
等
の
新
し
い
構
成
を
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

議
会
構
成
等
の
決
定

就
任
あ
い
さ
つ

議長
風間　順一

　
臨
時
市
議
会
に
お
い
て
議
員
諸
氏

よ
り
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
市
議
会
議

長
に
選
任
を
賜
り
ま
し
た
。
身
に
余

る
光
栄
で
あ
り
そ
の
職
責
を
全
う
し

て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。
行
財
政

改
革
、
議
会
改
革
は
、
不
断
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。
浅
学
非
才
で
あ
り
ま

す
が
、
地
域
主
権
改
革
の
中
に
あ
っ

て
、
分
権
と
自
治
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
市
民
に
身
近
な
議
会
と
し
て
、

二
元
代
表
制
の
一
方
で
あ
る
合
議
制

の
機
関
で
あ
る
市
議
会
と
し
て
、
そ

の
権
能
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
市

民
福
祉
の
向
上
と
小
千
谷
市
の
更
な

る
発
展
の
た
め
、
公
正
誠
実
を
旨
と

し
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
先
般
、
第
　
回
全
国
市
議
会
議
長

89

会
に
お
い
て
、
5
委
員
会
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
建
設
運
輸
委
員
会
副
委
員

長
に
、
選
任
を
賜
り
ま
し
た
。
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で
お

り
ま
す
。
議
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様

の
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

副議長
本田　　剛

　
こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙

に
よ
り
ま
し
て
、
市
議
会
副
議
長
の

栄
職
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、

こ
の
う
え
も
な
く
身
に
余
る
光
栄
と

存
じ
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

い
た
し
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

同
時
に
幸
い
に
し
て
、
卓
越
さ
れ
た

議
長
の
 驥
  尾
 に
付
し
、
ご
指
導
と
ご

き
 
び

助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
名
誉
あ
る

席
を
汚
さ
ず
に
、
議
会
が
円
滑
に
運

営
さ
れ
ま
す
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、

自
ら
研
鑽
を
深
め
な
が
ら
、
役
職
を

全
う
で
き
る
よ
う
誠
心
誠
意
努
力
し

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
も
市
民
の
皆
様
方
の

絶
大
な
る
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し

ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

会議録の閲覧

市議会本会議の会議録（平成15年第１回定例会以降）は市ホームページ

からご覧いただけます。

（平成25年第２回定例会の会議録掲載は、８月末頃となります。）

URL　http：//www.city.ojiya.niigata.jp
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○
小
千
谷
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
改
正
　
　
　
　
 （
全
会
一
致
）

○
小
千
谷
市
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
 （
全
会
一
致
）

条
例
の
改
正

　
6
月
6
日
か
ら
　
日
ま
で
開
催
さ

25

れ
、
次
の
と
お
り
議
決
い
た
し
ま
し

た
。平

成
　
年
度
予
算
の
補
正

25

○
小
千
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）　
　
　
（
全
会
一
致
）

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
 （
全
員
賛
成
）

○
年
金
2
・
5
％
の
削
減
中
止
を
求

め
る
請
願
　
　
　
　
　
 （
採
択
）

○
　
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育

30費
国
庫
負
担
制
度
2
分
の
1
復
元

に
係
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
　
　
　
　
　
　
　
 （
採
択
）

○
契
約
の
締
結（
市
庁
舎
耐
震
化（
建

築
主
体
）工
事
）　
（
全
会
一
致
）

○
契
約
の
締
結
（
消
防
救
急
デ
ジ
タ

ル
無
線
施
設
整
備
工
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 （
全
会
一
致
）

○
財
産
の
取
得
（
中
学
校
教
育
用
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
）　
 （
全
会
一
致
）

○
財
産
の
取
得（
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
）

　
　
　
　
　
　
　
 （
全
会
一
致
）

○
財
産
の
無
償
貸
付
（
旧
岩
沢
小
学

校
建
物
）　
　
　
 （
全
会
一
致
）

そ
　
の
　
他

○
年
金
2
・
5
％
削
減
の
見
送
り
を

求
め
る
意
見
書
　
 （
全
会
一
致
）

○
　
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育

30費
国
庫
負
担
制
度
2
分
の
1
復
元

に
係
る
意
見
書
　
 （
全
会
一
致
）

発

議

全
国
市
議
会
議
長
会

北
信
越
市
議
会
議
長
会

　
　
年
表
彰
　
横
田
　
夘
一

30
　
　
年
表
彰
　
柳
田
　
宏
光

10
　
　
　
　
　
　
本
田
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
久
保
田
久
栄

議
員
永
年
表
彰
者

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
3
件
の
う
ち
2
件
は
総
務
文
教
委

員
会
単
独
で
、
1
件
は
民
生
産
業
委

員
会
と
の
連
合
審
査
会
で
慎
重
に
審

査
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
ま
た

請
願
1
件
に
つ
い
て
も
原
案
の
と
お

り
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
立
学
校

58

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
本
案
は
、
新
た
に
市
立
の
特
別
支

援
学
校
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
名

称
な
ど
を
定
め
た
い
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

○
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
小
千

60

25

谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

に
つ
い
て

　
今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
2
億
2
8
9
8
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

1
8
5
億
4
0
7
6
万
9
千
円
と
し

た
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

○
議
案
第
　
号
　
財
産
の
無
償
貸
付

63

に
つ
い
て

　
本
案
は
、
旧
岩
沢
小
学
校
の
校
舎

及
び
屋
内
運
動
場
を
、
中
越
住
電
送

株
式
会
社
に
無
償
貸
付
を
し
た
い
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

○
請
願
第
2
号
　
　
人
以
下
学
級
実

30

現
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
2

分
の
1
復
元
に
係
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願

　
本
請
願
は
豊
か
な
教
育
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、　
人
以
下
学
級
の
実

30

現
と
、
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

教
育
の
機
会
均
等
が
担
保
さ
れ
、
教

育
水
準
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
て
も
ら

い
た
い
と
す
る
も
の
で
す
。

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
1
件
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
1
件
に
つ
い
て
も
慎

重
に
審
査
し
た
結
果
、
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

民
生
産
業
委
員
会

議会中継

市議会本会議は市ホームページからインターネットライブ中継で
ご覧いただけます。
本会議当日のライブ中継のほか、録画映像もご覧いただけます。
（録画映像は本会議終了後、通常、休日（土日・祝祭日等）を除
く５日後から、この本会議の会議録が市議会ホームページに掲載
されるまでの間ご覧いただけます。）
URL　http：//www.city.ojiya.niigata.jp
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○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
子
ど
も

59

の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て　
本
案
は
、
県
の
助
成
の
拡
充
に
伴

い
、
9
月
1
日
か
ら
中
学
校
卒
業
ま

で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
に
対
し
、
助

成
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

○
請
願
第
1
号
　
年
金
2
・
5
％
の

削
減
中
止
を
求
め
る
請
願

　
本
請
願
は
、
不
況
を
よ
り
深
刻
に

す
る
年
金
2
・
5
％
削
減
の
実
施
を

中
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を

国
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一般質問一般質問一般質問

市政の内容を聞く市政の内容を聞く市政の内容を聞く
質
問
　
支
援
学
級
と
支
援
学
校
と
で

知
的
能
力
に
関
し
、
大
ま
か
な
定
義

が
あ
る
と
思
う
が
、
当
市
と
し
て
の

知
的
能
力
の
区
分
に
つ
い
て
の
定
義

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

教
育
長
答
弁
　
学
校
教
育
法
施
行
令

第
　
条
の
3
に
定
め
ら
れ
た
就
学
基

22
準
と
文
部
科
学
省
の
就
学
指
導
資
料

及
び
新
潟
県
教
育
委
員
会
の
就
学
指

特
別
支
援
教
育
に
つ

い
て

田
中
　
　
淳
 議
員

導
の
手
引
き
を
参
考
と
し
て
い
る
。

質
問
　
災
害
発
生
時
の
避
難
方
法
や

誘
導
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
地
元
の

方
々
の
協
力
に
つ
い
て

教
育
長
答
弁
　
避
難
誘
導
関
係
の
施

設
整
備
に
つ
い
て
は
改
修
工
事
の
中

で
進
め
て
い
る
。
現
在
、
県
が
策
定

中
の
新
潟
県
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
基
に
、
今
後
、
学
校
運
営
の
中
で

計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

現
在
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
地
元
へ
の
協
力
要
請
も
必

要
と
考
え
て
お
り
、
計
画
作
成
段
階

に
お
い
て
地
元
と
の
連
携
を
含
め
、

教
育
委
員
会
に
助
言
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
市
内
業
者
へ
の
就
労
支
援
と

ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
の
考
え
は

答
弁
　
障
が
い
者
雇
用
に
期
待
す
る

も
の
の
把
握
材
料
に
つ
い
て
は
、
各

事
業
所
の
ニ
ー
ズ
は
、
事
業
所
個
々

に
よ
り
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
で
は
デ
ー
タ
化
は
し
て
い

な
い
。

　
障
が
い
者
の
方
も
生
活
や
、
一
般

社
会
で
仕
事
を
す
る
上
で
基
本
的
に

こ
う
い
っ
た
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う

の
は
、
特
に
当
市
が
方
向
づ
け
を
す

る
事
で
は
な
く
、
一
般
的
に
そ
う
い

う
教
育
の
中
で
な
さ
れ
て
い
る
事
と

理
解
し
て
い
る
。

　
障
が
い
者
の
方
々
が
こ
う
あ
る
べ

き
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
現
在

は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
企
業
と
施
設
と
の
結
び
つ
き
を
今

後
も
行
政
と
し
て
行
い
な
が
ら
、
そ

の
中
で
要
望
を
調
整
し
応
え
て
い
き

た
い
。

 

質
問
　
安
倍
自
公
政
権
は
、
国
民
に

は
「
財
政
危
機
」
と
言
い
な
が
ら
、

「
国
土
強
靭
化
」
の
名
で
「
公
共
事

業
に
　
年
間
で
2
0
0
兆
円
」
を
注

10

ぎ
込
む
と
公
言
し
、
大
都
市
環
状
道

路
な
ど
の
不
要
不
急
な
大
型
開
発
を

進
め
、
そ
の
一
方
で
消
費
税
値
上
げ

と
年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど
の
社
会

保
障
の
改
悪
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
▽
要
介
護
認
定
で
「
軽
度
」

（
要
支
援
1
、
2
）
と
認
定
さ
れ
た

介
護
保
険
改
悪
、
小

千
谷
市
原
子
力
災
害

対
策
編
に
つ
い
て

風
間
　
健
一
 議
員

人
の
利
用
料
を
2
割
以
上
に
引
き
上

げ
る
▽「
軽
度
」を
対
象
と
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
内「
予
防
効
果
の
な
い
も
の
」

を
保
険
外
負
担
化
す
る
こ
と
な
ど
が

来
年
度
法
改
正
に
向
け
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
法
制
化
さ
れ
れ
ば

消
費
税
の
8
％
、　
％
の
増
税
と
併

10

せ
て
、
市
民
に
と
っ
て
耐
え
が
た
い

負
担
増
で
す
。
こ
ん
な
介
護
制
度
の

改
悪
が
市
民
の
安
心
安
全
を
図
る
立

場
か
ら
許
さ
れ
る
の
か
市
長
の
見
解

を
伺
い
た
い
。

答
弁
　
国
の
結
論
な
ら
ば
、
当
市
と

し
て
は
や
む
を
え
な
い
と
考
え
る
。

質
問
　
小
千
谷
市
地
域
防
災
計
画
原

子
力
災
害
対
策
編
は
住
民
を
一
人
と

し
て
被
ば
く
の
危
機
に
さ
ら
さ
ず
避

難
さ
せ
る
実
効
性
の
あ
る
避
難
計
画

に
は
程
遠
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
柏
崎
刈
羽
原
発
　
㌔
圏
内

30

の
人
口
は
　
万
人
。
避
難
手
段
、
降

43

雪
期
の
道
路
確
保
や
雪
崩
の
危
険
性

へ
の
対
応
、
避
難
施
設
の
確
保
な
ど
、

ど
れ
を
と
っ
て
も
不
十
分
で
す
。
県

知
事
は
、
住
民
一
人
残
ら
ず
安
全
に

避
難
で
き
る
計
画
が
な
け
れ
ば
原
発

再
稼
働
議
論
は
あ
り
得
な
い
と
答
え

て
い
ま
す
。
柏
崎
刈
羽
原
発
が
苛
酷

事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
一
人
と
し

て
被
ば
く
せ
ず
に
避
難
す
る
こ
と
は
、

私
は
物
理
的
に
不
可
能
と
考
え
る
が

果
た
し
て
可
能
か
。
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答
弁
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
観
点
か
ら
必

要
だ
が
事
業
者
の
問
題
で
あ
り
検
討

す
る
つ
も
り
は
な
い
。

質
問
　
市
の
ス
タ
ン
ス
は
。

答
弁
　
こ
の
件
は
民
間
事
業
者
の
問

題
で
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
に
適
切

な
指
導
、
審
査
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
　
山
本
山
の
現
状
に
つ
い
て

答
弁
　
昭
和
　
年
に
国
の
認
定
を
受

36

け
草
地
は
　
　
で
平
成
9
年
に
放
牧

47
ha

を
休
止
。
草
地
を
縮
小
し
民
間
に
貸

付
、
他
は
自
然
景
観
維
持
に
努
め
た

い
。
山
頂
に
つ
い
て
は
自
然
を
生
か

し
た
も
の
に
し
た
い
。

質
問
　
遊
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て

答
弁
　
中
部
山
岳
自
然
歩
道
で
あ
り

今
後
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

質
問
　
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
と
市
民

の
家
の
連
携
に
つ
い
て

答
弁
　
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ
り
具

体
的
な
提
案
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

質
問
　
山
本
山
を
中
心
と
し
て
活
動

し
て
い
る
諸
団
体
に
つ
い
て

答
弁
　
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
活
動
を

尊
重
し
お
ぢ
や
復
興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
含
め
支
援
し
た
い
。

質
問
　
旧
山
本
山
ス
キ
ー
場
の
斜
面

の
活
用
に
つ
い
て

答
弁
　
地
元
の
理
解
が
必
要
で
あ
り

経
費
等
の
問
題
が
あ
り
検
討
は
し
て

い
な
い
。

質
問
　
山
本
山
の
観
光
資
源
の
活
用

に
つ
い
て

答
弁
　
第
四
次
総
合
計
画
を
ふ
ま
え

観
光
拠
点
整
備
を
さ
ら
に
進
め
た
い
。

情
を
考
慮
し
、
他
自
治
体
の
取
り
組

み
を
確
認
す
る
中
で
、
総
合
的
に
検

討
を
進
め
る
。

質
問
　
職
員
採
用
に
つ
い
て
の
第
1

点
目
、
こ
こ
数
年
は
退
職
者
に
見

合
っ
た
採
用
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
弁
　
退
職
者
の
活
用
も
含
め
適
切

に
対
応
す
る
。

質
問
　
第
2
点
目
、
保
育
士
の
採
用

は
、
何
名
程
度
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

答
弁
　
1
名
な
い
し
2
名
の
採
用
を

考
え
て
い
る
。

質
問
　
（
動
物
愛
護
の
面
で
）
牛
の

角
突
き
が
廃
止
と
な
ら
な
い
よ
う
努

力
す
べ
き
。

答
弁
　
闘
牛
振
興
協
議
会
と
連
携
し
、

国
指
定
の
重
要
無
形
文
化
財
と
し
て
、

牛
の
角
突
き
の
P
R
に
努
め
た
い
。

質
問
　
ふ
る
さ
と
か
る
た
の
活
用
と
、

新
大
生
の
4
提
案
を
市
の
活
性
化
に

役
立
て
た
ら
ど
う
か
。

答
弁
　
現
行
の
ま
ま
で
活
用
し
た
い
。

現
存
す
る
数
が
定
か
で
な
い
の
で
大

会
等
の
開
催
は
難
し
い
と
思
う
が
、

質
問
　
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設

建
設
に
つ
い
て
の
経
過
と
内
容
に
つ

い
て

答
弁
　
事
業
者
に
お
い
て
平
成
　
年
22

に
両
新
田
で
、
そ
の
後
旧
山
本
山
ス

キ
ー
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
話
が
あ
っ

た
が
、
農
振
区
域
　
ま
た
、
自
然
公

園
で
あ
り
現
在
の
所
と
な
っ
た
。

質
問
　
水
や
粉
塵
、
自
然
公
園
内
と

い
う
難
し
い
事
の
解
決
を
ど
う
す
る

の
か
。

答
弁
　
事
業
者
は
地
元
に
説
明
し
理

解
を
得
た
上
で
、
市
と
し
て
は
環
境

対
策
で
公
害
防
止
協
定
を
結
ぶ
。

質
問
　
他
に
適
地
が
な
い
の
か
。

県
立
自
然
公
園
山
本

山
高
原
の
活
用
に
つ

い
て

阿
部
　
正
行
 議
員

質
問
　
定
数
条
例
と
再
任
用
に
つ
い

て
の
第
1
点
目
、
再
任
用
職
員
を
定

数
枠
外
に
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
弁
　
派
遣
職
員
を
枠
外
に
す
る
に

は
、
再
任
用
以
外
の
派
遣
職
員
も
枠

外
と
な
る
こ
と
か
ら
、
条
例
改
正
に

つ
い
て
今
後
検
討
し
た
い
。

質
問
　
第
2
点
目
、
再
任
用
希
望
者

は
全
員
採
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁
　
世
代
間
バ
ラ
ン
ス
や
財
政
事

職
員
再
任
用
・
採
用
、

牛
の
角
突
き
、
活
性

化
に
つ
い
て

山
本
　
道
男
 議
員

新
大
生
の
4
提
案
に
つ
い
て
は
、
市

の
事
業
計
画
の
中
で
参
考
に
し
た
い
。

質
問
　
県
道
長
岡
片
貝
小
千
谷
線
の

改
良
事
業
計
画
の
見
通
し
に
つ
い
て

答
弁
　
新
病
院
の
開
院
後
は
必
然
的

に
交
通
量
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
新
潟
県
と
は
こ
れ
ま
で
数
回
に

わ
た
り
改
良
に
関
し
協
議
を
行
っ
て

き
た
。
交
通
量
調
査
の
結
果
な
ど
を

踏
ま
え
、
今
後
も
県
に
対
し
早
期
実

施
を
さ
ら
に
働
き
か
け
て
い
く
。

質
問
　
市
道
西
小
千
谷
1
号
線
の
北

部
方
面
へ
の
延
長
計
画
の
有
無
に
つ

い
て

答
弁
　
現
状
で
は
西
小
千
谷
1
号
線

の
北
部
方
面
へ
の
延
長
は
考
え
て
い

な
い
。
た
だ
し
新
病
院
開
院
後
の
道

路
整
備
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
関
係
機
関
を
交
え
検
討
し
た
い
。

質
問
　
現
在
市
道
と
言
う
も
の
の
農

道
的
と
な
っ
て
い
る
桜
町
千
谷
線
、

荒
田
1
号
線
、
2
号
線
は
幅
員
も
狭

く
安
全
性
が
危
惧
さ
れ
る
が
そ
の
対

応
策
に
つ
い
て

新
病
院
建
設
に
伴
う

道
路
網
の
整
備
に
つ

い
て

横
田
　
夘
一
 議
員

答
弁
　
指
示
に
従
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
可
能
と
考
え
ま
す
。

山本山
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答
弁
　
日
中
一
時
支
援
の
利
用
希
望

者
の
総
人
数
や
個
々
の
障
が
い
の
程

度
に
も
よ
る
の
で
、
今
の
時
点
で
は

何
人
と
は
言
え
な
い
。
な
お
、
実
施

ス
ペ
ー
ス
の
改
修
と
サ
ー
ビ
ス
実
施

事
業
者
の
公
募
は
市
が
行
う
。

質
問
　
支
援
員
は
特
別
の
資
格
を
必

要
と
し
な
い
が
、
支
援
員
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
日
中
一
時
支
援
事
業
は
事
業

者
の
実
施
責
任
で
行
う
こ
と
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
で
の
当
該
事
業
の

実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問
　
日
中
一
時
支
援
の
受
け
入
れ

先
と
し
て
サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や
を
使

用
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
日
中
一

時
支
援
の
実
施
時
間
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
5
月
上
旬
か
ら
小
出
特
別
支

援
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
の
保
護

答
弁
　
市
道
桜
町
千
谷
線
に
つ
い
て

は
、
新
病
院
開
院
に
伴
い
交
通
量
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
現
在
具

体
的
な
改
良
計
画
を
検
討
し
て
い
る
。

市
道
荒
田
1
号
線
、
2
号
線
に
つ
い

て
は
現
状
で
は
道
路
改
良
は
考
え
て

い
な
い
。
な
お
新
病
院
開
院
後
の
交

通
状
況
を
見
る
中
で
、
必
要
に
応
じ

て
新
た
な
道
路
施
策
を
講
じ
た
い
。

を
厚
生
連
に
届
け
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
精
神
科
の
設
置
要
望
以
外
、

要
望
は
市
民
か
ら
な
い
。
厚
生
連
に

本
年
3
月
に
市
の
要
望
を
提
出
し
た
。

質
問
　
三
条
市
サ
ン
キ
ッ
ズ
カ
ー
ド
・

十
日
町
市
地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド

等
、
行
政
と
民
間
事
業
所
が
協
働
し

た
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
を
。

答
弁
　
新
た
に
策
定
す
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
計
画
で
検
討
す
る
。

質
問
　
複
数
課
に
ま
た
が
る
弊
害
を

排
し
子
育
て
と
教
育
に
係
る
庁
内
組

織
を
再
編
し
、
子
育
て
支
援
業
務
に

関
す
る
体
制
の
一
元
化
を
図
る
べ
き
。

答
弁
　
行
政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
は

行
政
改
革
の
重
点
事
項
の
1
つ
。
効

率
的
な
行
政
組
織
を
目
指
し
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質
問
　
今
後
設
置
さ
れ
る
防
災
公
園

に
子
育
て
世
代
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
等
の
取
り
組
み
を
図
る
べ
き
。

答
弁
　
具
体
的
に
デ
ザ
イ
ン
・
設
計

等
検
討
す
る
上
で
可
能
な
限
り
子
育

て
世
代
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
い
。

質
問
　
審
議
会
等
で
の
議
事
録
の
公

開
を
図
り
、
市
民
参
画
・
市
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
を
図
る
べ
き
。

答
弁
　
教
育
委
員
会
会
議
録
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
を
始
め
た
。
各
審

議
会
ご
と
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
会
議

の
設
置
時
に
は
次
世
代
育
成
支
援
推

進
懇
談
会
の
看
板
を
変
え
る
だ
け
で

は
意
味
が
な
い
。
教
育
、
保
育
、
子

育
て
支
援
を
3
本
柱
に
、
子
育
て
当

事
者
の
参
画
に
配
慮
し
た
メ
ン
バ
ー

に
拡
充
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
幅
広

い
意
見
を
採
用
で
き
る
よ
う
に
再
検

討
し
た
い
。

者
と
学
校
教
育
課
指
導
主
事
と
の
面

談
時
に
、
社
会
福
祉
課
職
員
も
同
席

し
、
日
中
一
時
支
援
事
業
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
し
て
い
る
最
中
で
、
利

用
希
望
者
の
人
数
、
利
用
希
望
時
間
、

施
設
等
が
あ
る
程
度
判
明
し
た
段
階

で
、
各
事
業
所
に
情
報
提
供
し
、
受

け
入
れ
人
数
、
受
け
入
れ
時
間
等
の

調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
サ
ン
ラ
ッ

ク
お
ぢ
や
の
使
用
に
つ
い
て
も
小
千

谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
意
向
を
確

認
す
る
。

質
問
　
市
と
し
て
上
乗
せ
支
給
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
日
中
一
時
支
援
は
事
業
者
か

ら
採
算
が
と
れ
る
体
制
を
整
え
て
も

ら
う
中
で
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

市
が
上
乗
せ
す
る
こ
と
は
、
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問
　
子
育
て
世
代
か
ら
要
望
が
多

い
耳
鼻
科
・
皮
膚
科
等
の
体
制
充
実

や
働
く
職
員
の
た
め
の
院
内
保
育
園

設
置
等
、
市
民
の
新
病
院
へ
の
要
望

こ
ど
も
・
子
育
て
支

援
に
つ
い
て

長
谷
川
有
理
 議
員

多世代の交流（大崩運動会）

質
問
　
総
合
支
援
学
校
の
用
具
室
、

畳
約
　
畳
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
を
日
中

11

一
時
支
援
の
実
施
ス
ペ
ー
ス
と
し
た

場
合
、
何
人
ま
で
支
援
で
き
る
と
考

え
て
い
る
か
。

日
中
一
時
支
援
事
業

に
つ
い
て吉

﨑
　
　
進
 議
員

質
問
　
小
千
谷
市
の
近
年
の
犯
罪
発

生
件
数
の
推
移
と
内
容
は
。

答
弁
　
当
市
の
犯
罪
発
生
件
数
は
平

成
　
年
が
2
1
0
件
、　
年
が
2
4

22

23

3
件
、　
年
が
1
6
5
件
。
い
ず
れ

24

の
年
も
窃
盗
犯
が
最
も
多
く
、
平
成

小
千
谷
市
の
防
犯
体

制
に
つ
い
て

久
保
田
陽
一
 議
員

旧塩殿小学校体育館用具室

市道西小千谷１号線



7 おぢや市議会だより　平成25年７月号

　
年
は
1
5
2
件
、　
年
は
1
5
7

22

23

件
、　
年
は
1
1
3
件
。
振
り
込
め

24

詐
欺
の
被
害
は
平
成
　
年
は
1
件
、

23

　
年
は
2
件
。
重
大
な
犯
罪
の
発
生

24は
無
し
。

質
問
　
小
千
谷
市
の
防
犯
対
策
・
防

犯
体
制
は
。

答
弁
　
平
成
　
年
4
月
に
施
行
し
た

24

「
小
千
谷
市
防
犯
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
に
基
づ
き
、
市
と
警
察
、
防
犯

協
会
等
の
団
体
が
相
互
支
援
・
協
力
・

連
携
す
る
体
制
で
、
振
り
込
め
詐
欺

防
止
や
盗
難
防
止
活
動
、
高
齢
者
や

女
性
・
子
ど
も
等
の
弱
者
保
護
対
策

等
に
つ
い
て
チ
ラ
シ
に
よ
る
広
報
・

啓
発
活
動
や
研
修
会
、
講
演
会
、
一

般
住
宅
の
防
犯
指
導
等
を
行
っ
て
き

た
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
防
犯
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

質
問
　
防
犯
灯
の
L
E
D
灯
へ
の
切

り
替
え
の
計
画
は
あ
る
の
か
。
防
犯

灯
設
置
取
り
替
え
に
対
す
る
補
助

率
・
補
助
金
の
拡
充
の
考
え
は
。

答
弁
　
市
内
の
防
犯
灯
設
置
総
数
は

約
4
0
0
0
灯
で
そ
の
内
L
E
D
灯

は
　
灯
。
L
E
D
灯
へ
の
切
り
替
え

68
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
の
で
市

と
し
て
取
り
替
え
の
計
画
は
考
え
て

い
な
い
。
補
助
率
・
補
助
金
の
拡
充

に
つ
い
て
は
、
町
内
会
の
負
担
状
況

や
要
望
状
況
を
見
な
が
ら
防
犯
協
会

と
協
議
し
て
い
く
。

質
問
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
の
考
え

は
。
今
ま
で
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
理

由
は
。

答
弁
　
当
市
の
人
口
規
模
や
犯
罪
発

生
件
数
及
び
犯
罪
の
態
様
か
ら
設
置

の
必
要
性
は
無
か
っ
た
と
考
え
る
。

ま
た
、
設
置
費
用
が
高
額
で
保
守
管

理
が
必
要
な
の
で
設
置
の
考
え
は
無

い
。
今
後
は
犯
罪
件
数
の
動
向
・
態

様
等
に
よ
り
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

を
助
成
し
、
も
っ
て
心
身
障
が
い
者

の
社
会
参
加
の
促
進
及
び
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
市
外

の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
不
便
を
感
じ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
現
状
の
利

用
状
況
を
確
認
す
る
と
同
時
に
利
用

者
に
と
っ
て
更
に
便
利
な
事
業
と
な

る
よ
う
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

と
考
え
次
の
5
点
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

質
問
　
利
用
で
き
る
該
当
者
数
と
実

際
の
利
用
券
の
交
付
状
況
は
。

答
弁
　
　
年
度
実
績
で
該
当
者
数
は

24

1
0
1
2
人
で
あ
り
交
付
数
は
4
9

2
人
で
交
付
率
は
　
％
を
下
ま
わ
っ

50

て
い
る
。

質
問
　
交
付
さ
れ
た
利
用
券
の
利
用

状
況
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
弁
　
4
2
4
人
が
利
用
さ
れ
て
お

り
、
交
付
し
た
利
用
券
1
万
1
8
0

8
枚
の
う
ち
利
用
さ
れ
た
の
は
7
5

9
3
枚
で
　
・
3
％
。

64

質
問
　
希
望
者
に
対
し
て
交
付
枚
数

を
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
　
他
市
と
比
べ
て
も
大
差
が
な

い
の
で
直
ち
に
増
や
す
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

質
問
　
利
用
者
の
希
望
や
意
見
を
聞

く
機
会
は
あ
る
の
か
。

答
弁
　
交
付
時
の
聴
き
取
り
調
査
の

他
、
窓
口
や
電
話
で
も
受
付
け
て
い

る
。

質
問
　
市
外
事
業
者
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
検
討
で
き
る
か
。

答
弁
　
利
用
者
か
ら
の
申
し
出
を
受

け
利
用
状
況
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

と
り
わ
け
長
岡
市
の
旧
市
内
へ
の
利

用
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
年
　
月
か

10

ら
試
験
的
に
旧
長
岡
市
内
に
所
在
す

る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
委
託
契
約
を

行
い
利
用
者
の
利
便
性
を
改
善
す
る

た
め
の
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

　
「
小
千
谷
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

料
金
助
成
事
業
」
は
心
身
障
が
い
者

に
対
し
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一
部

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利

用
促
進
と
利
便
性
向

上
に
つ
い
て

川
上
　
直
栄
 議
員

９月２日㈪　第１日　議案上程説明
９月３日㈫～９月６日㈮　各常任委員会で審査
９月18日㈬　第２日　一般質問
９月19日㈭　第３日　一般質問（質問者が多い場合に開催）
９月24日㈫　最終日　委員長報告、採決

市議会を傍聴してみませんか
第３回定例会開催予定 ※日程は変更される場合があります。各

委員会の日程、団体での議会傍聴につ
いては議会事務局（☎83－3505）へお
問い合わせください。
　また、議会の日程は、市ホームページ
からご覧いただけます。
URL　http：//www.city.ojiya.niigata.jp
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〈
4
月
〉

4
日
　
北
信
越
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会
（
富
山
市
）

8
日
　
南
小
学
校
開
校
式

9
日
　
議
会
報
編
集
委
員
会

　
日
　
議
会
運
営
委
員
会

11　
日
　
議
会
報
編
集
委
員
会

15　
日
　
南
魚
沼
市
立
総
合
支
援
学
校

18

視
察
（
南
魚
沼
市
）

　
日
　
神
奈
川
県
愛
甲
郡
愛
川
町
議

23

会
行
政
視
察
に
来
市

　
日
　
会
派
代
表
者
会
議

30〈
5
月
〉

2
日
　
議
会
運
営
委
員
会

 〃
 　
会
派
代
表
者
会
議

7
日
　
会
派
代
表
者
会
議

9
日
　
会
派
代
表
者
会
議

　
日
　
第
1
回
臨
時
市
議
会

10 〃
 　
会
派
代
表
者
会
議

 〃
 　
総
務
文
教
委
員
会

 〃
 　
民
生
産
業
委
員
会

 〃
 　
議
会
運
営
委
員
会

　
日
　
鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
議
会

16

行
政
視
察
に
来
市

　
日
　
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総

22

会
（
東
京
都
）

　
日
　
県
特
別
豪
雪
地
帯
市
町
村
議
会

24

協
議
会
定
期
総
会（
三
条
市
）

　
日
　
魚
沼
基
幹
病
院
建
設
現
場
見

27

学
会
（
南
魚
沼
市
）

議
会
日
誌

議
会
日

議
会
日
誌誌

4
月
～
6
月

4
月
～
6

4
月
～
6
月月

　
日
　
議
員
協
議
会

27　
日
　
議
会
運
営
委
員
会

30〈
6
月
〉

3
日
　
上
越
新
幹
線
活
性
化
同
盟
会

総
会
（
新
潟
市
）

6
日
　
第
2
回
定
例
会
（
本
会
議
）

 〃
 　
議
会
報
編
集
委
員
会

7
日
　
常
任
委
員
会
連
合
審
査
会

　
日
　
総
務
文
教
委
員
会

10　
日
　
民
生
産
業
委
員
会

11　
日
　
議
会
運
営
委
員
会

20 〃
 　
本
会
議
（
第
2
日
）

　
日
　
本
会
議
（
第
3
日
）

21 〃
 　
議
会
報
編
集
委
員
会

　
日
　
議
会
運
営
委
員
会

25 〃
 　
本
会
議
（
第
4
日
）

 〃
 　
議
員
全
員
協
議
会

 〃
 　
議
員
ク
ラ
ブ
会

　
日
　
柏
崎
港
整
備
利
用
促
進
協
議

28

会
通
常
総
会
（
柏
崎
市
）

編
集
後

編
集
後
記記

◯51 

　
あ
ち
こ
ち
で
高
校
野
球
の
地
区
予

選
が
始
ま
っ
た
。
も
う
じ
き
夏
の
甲

子
園
が
開
幕
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
あ
の
開
会
式
の
選
手

宣
誓
が
最
近
は
凝
っ
た
も
の
が
多
い
。

顧
問
の
先
生
が
考
え
る
の
か
、
色
々

な
話
題
や
思
い
を
そ
の
中
に
盛
り
込

み
、
ず
い
ぶ
ん
と
長
文
に
な
っ
て
い

る
。
暗
記
す
る
選
手
は
大
変
だ
な
あ

な
ど
と
つ
ぶ
や
い
た
り
す
る
。
思
う

に
、
殊
勲
力
士
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と

高
校
野
球
の
宣
誓
は
短
く
て
良
い
。

　
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
小
千
谷
高
校

が
甲
子
園
に
出
場
し
て
か
ら
何
年
が

経
っ
た
だ
ろ
う
か
。
テ
レ
ビ
の
前
で

心
躍
ら
せ
た
頃
を
懐
か
し
く
思
い
出

す
。
あ
の
時
、
家
の
外
は
静
か
だ
っ

た
。
　
現
在
小
千
谷
に
は
二
つ
の
高
校
が

あ
り
、
小
千
谷
高
校
は
昨
年
創
立
1

1
0
周
年
を
迎
え
、
小
千
谷
西
高
は

今
年
創
立
　
周
年
を
迎
え
る
。
ど
ち

50

ら
も
伝
統
校
で
あ
り
、
当
然
野
球
部

も
活
動
し
て
い
る
。
一
市
民
と
し
て

は
ど
っ
ち
で
も
良
い
か
ら
甲
子
園
に

行
っ
て
く
れ
な
い
か
な
あ
と
夢
を
見

る
。
も
ち
ろ
ん
現
状
で
は
そ
れ
が
か

な
り
難
し
い
こ
と
は
百
も
承
知
し
て

い
る
。
優
れ
た
指
導
者
、
充
実
し
た

環
境
、
実
力
あ
る
選
手
、
そ
し
て
地

元
の
応
援
。
こ
れ
ら
が
揃
っ
て
始
め

て
強
豪
校
と
渡
り
合
え
る
の
だ
。
残

念
な
が
ら
今
、
有
望
な
中
学
生
は
才

能
を
よ
り
生
か
せ
る
県
内
外
の
高
校

へ
進
学
し
、
ま
た
高
校
側
も
野
球
部

だ
け
に
肩
入
れ
で
き
な
い
の
は
県
立

校
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
。

　
し
か
し
そ
れ
で
も
私
は
夢
を
見
る
。

　
あ
る
年
、
突
然
江
川
卓
の
よ
う
な

怪
物
が
現
れ
、「
誰
が
反
対
し
て
も
俺

は
地
元
の
高
校
へ
行
く
！
」
そ
う

言
っ
て
彼
は
野
球
部
に
入
部
し
、
県

大
会
は
連
戦
連
勝
。
つ
い
に
は
甲
子

園
の
マ
ウ
ン
ド
に
立
つ
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
だ
。
楽
し
い
だ
ろ
う
な
あ
。

　
甲
子
園
出
場
が
小
千
谷
に
も
た
ら

す
効
果
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
よ
り
大
き

い
。
夢
だ
が
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な

い
。

大
橋
　
立
美
（
本
町
2
）

　
議
会
人
事
が
第
1
回
臨
時
市
議

会
で
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
も
変

わ
り
ま
し
た
。
新
し
い
編
集
委
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
編
集
委
員
長
　
　
吉
﨑
　
　
進

　
編
集
副
委
員
長
　
川
上
　
直
栄

　
編
集
委
員
　
　
　
久
保
田
陽
一

　
　
 〃
 　
　
　
　
阿
部
　
正
行

　
　
 〃
 　
　
　
　
長
谷
川
有
理

　
　
 〃
 　
　
　
　
横
田
　
夘
一

　
こ
の
6
名
で
、
今
後
2
年
間
、

市
民
の
皆
様
に
読
み
や
す
い
議
会

だ
よ
り
を
編
集
す
る
よ
う
、
精
一

杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
春
は
あ
ま
り
実

感
で
き
な
い
う
ち
に
終
わ
っ
た
気

が
し
ま
す
。
そ
し
て
、
今
は
、
蒸

し
暑
い
梅
雨
の
真
最
中
で
す
。
熱

中
症
に
注
意
と
、
毎
日
の
よ
う
に

テ
レ
ビ
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
か
ら
が
、
夏
本
番
で

す
。
楽
し
い
夏
祭
り
が
各
地
域
で

行
わ
れ
ま
す
が
、
熱
中
症
に
は
く

れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
暑
さ
に
負
け
ず
、
夏
を
大
い
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。


